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 葵祭実行委員会より　葵祭　実施報告と御礼

主査（監査現場の取りまとめ役）として業務に従事
しています。
公認会計士はどのような仕事をするのか疑問に思
われる方もいるかもしれません。新NISAがスター
トして、貯蓄から投資へと流れは変化し、投資に触
れる機会が増えているのではないでしょうか。株式
投資の際に企業の業績や財務情報等を確認されると
思いますが、企業が公表する財務情報の信頼性を独
立した立場から担保するのが公認会計士の仕事の 1
つで、独占業務である「監査」です。他にもコンサ
ルティング業務、税務業務、また「会計」はビジネ
スにおける世界共通の言語でもあるため、世界中で
活躍できる魅力のある仕事です。
今年で 36 歳、年男を迎えるのは三度目となりま
す。変化の波に乗り遅れることがないよう、情熱を
持って、社会で活躍する東経大卒業生の皆様と共に
これから先も夢や目標に向かって挑戦し続けたいと
思います。
本年が皆様それぞれの「進一層」の精神が実を結
び、明るく力強い一年となることを心より祈念いた
します。

皆様、明けましておめでとうございます。
今年は「丙午（ひのえうま）」の年。火の力を宿
す干支は情熱を象徴すると言われています。
昨年は憲政史上初の女性総理大臣が誕生し、株式
市場では日経平均株価が 5万円を超え、史上最高値
を更新しました。私たちを取り巻く環境は日々変貌
を遂げ、こうした変化の激しい時代だからこそ、情
熱と東経大の中に脈々と受け継がれている「進一層」
の気概を持って、挑戦することが大切だと考えてい
ます。
私は学生時代に体育会アメリカンフットボール部
に所属し、リーグ優勝やリーグ昇格など密度の濃い
4年間を仲間と共に過ごし、諦めずに挑戦し続ける
ことの大切さを学びました。この経験は私の人生に
大きな影響を与え、卒業後は「地域の中小企業のサ
ポートがしたい」という思いから西武信用金庫に就
職しましたが、ふとしたきっかけから専門性が高く、
世界で活躍できる「公認会計士」という資格に興味
を持ちました。三大国家資格と言われていることか
ら合格できるか不安もありましたが、学生時代の経
験から挑戦することを決意し、現在は公認会計士と
して有限責任 あずさ監査法人で複数の上場会社の




